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助産師が行う超音波検査に対する
妊婦のニーズと満足度
一産科医が行う超音波検査との比較一
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抄録

【目的】助産師が行う超音波検在に対する妊蝿のニーズと淌足度を明らかにする。

【方法】助産外来を開股しているA病院で妊婦健診を受鯵した妊蝿116人を対象とし，質間紙捌

査を実施した。

【結果】助産外来群は産科外来群と比較して，超音波検査の印象では「楽しいものである」 (p<

0.01),施行者に求めることでは「超音波画像を見ながらの会話」 (p<0.01),「胎児の槻子をゆっ

くり見せて欲しい」 (p<0.05),「リラックスして超音波検壷を受けられる環境づくり」 (p<0.05)

の得点が有意に高く、超音波検査の満足度（技術と対応）において有意に高かった(p<0.01)。

【考察】助産外来を遇択した妊鋤は.超音波検在は｢楽しいものである」という意見が有意に多く．

助産師との信頼関係の栂築やリラックスできる環境づくりを含めたホリステイックケアを求めて

いた。また，助産師が超音波検査に閲する十分な教育を受けることで，妊婦にとって満足度の高

い超音波検盗を実施できることが明らかになった。わが国でも助産師のさらなる超音波検在教育

を硫立することで， より多くの助塵肺が質の高い超音波検査を実施することが可能になると考え

る。
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I.緒言

近年，産科医の不足とともに院内助産システム

の推進に向けた取り組みが全国的に行われるよう

になり，院内助産所および助産外来の開股数は

年寺期加してきている。それにより，助産師が超

音波検査を含む妊婦健診を実施する機会も墹加し

ていくことが予測される。

日本では．半数以上の施股において超音波検査

を妊蝸健診時に毎回行っている')が． これは世

界的にめずらしく， 日本の妊蝿他診の特微の一つ

であるといえる。超音波検壷を行うことは．妊鰡

の心理に肯定的な影響を及ぼすなどの効果が明ら

かにされている2)が．妊婦健診ごとに行うこと

の医学的愈義は明らかでない3)。助産師が妊蝸健

診に超音波検査を用いる目的として，異常の早期

発見ももちろん並要であるが,それ以上に母親(父

親)に画像を通して胎児の成長を実感きせること，

胎児にとって望ましい環境を一緒に考えること，

出産前からおなかの中の胎児を愛おし<思う気持

ちを背てること41が挙げられている。
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